
 

報告第１号 

平成２９年度 事業報告 
 

１． 産業クラスター創出に関する具体的取組 

 

                 産業クラスター研究会オホーツク 

麻プロジェクトリーダー 舟山 秀太郎 

【麻プロジェクト】 

日 程 内     容  場    所 

10月23日 
○第８回北海道産業用大麻可能性検討会 
 舟山リーダー、及び事務局が参加 札幌市 

2月19日 

○第９回北海道産業用大麻可能性検討会 
 舟山リーダー、及び事務局が出席 
麻プロジェクトの今までと今後の取組みについて
報告 

札幌市 

 

【第８回・第９回北海道産業用大麻可能性検討会】 

 

 会議では、道総研農業研究本部で実施されている試験栽培における施肥量や株間な

どについての報告があった他、当検討会の事務局である北海道農政部より、平成30年

度の産業用ヘンプ栽培確立事業としての北海道の予算要求内容にかかる説明がなさ

れた。また、地域の取組状況報告では、北見市では事業化検討に向けた啓蒙普及活

動の実施や庁内での情報共有を進めており、平成 30年度も引き続き事業化可能性の

検討を継続していく旨を報告、白糠・遠軽・網走の 3団体からも報告があった。中でも、

網走市の団体では、合法的な種子の入手について取組みが進んでおり、遠軽町の団

体では、昨年 12月に厚生労働大臣宛に公開質問状を提出する等、具体的に事業を進

めている状況。意見交換では、「生産・栽培」、「加工・販売・流通」、「需要・消費」の観

点から、様々な意見が出されたが、種子の入手方法が極めて限定的である現状では、

工業化はもちろん、産業として成立させることは非常に困難である、との見解が目立っ

た。これらの意見を踏まえ、次回の検討会で課題などの論点を整理していくことが確認

された。 
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産業クラスター研究会オホーツク 
幹事 門脇 武一 

                                  

【イソップコリドール】 
 

健康に資する【生活文化提案型のモノづくり】の推進 

① 地域融合フォーラム 

 テーマ 健康経営の潮流を創る 

日時 平成３０年１月２９日(月) 場所 ホテル黒部 

参加 １１２名 

内容 ヘルスリテラシー向上を図る仕組みづくり 

～ 江別モデルをベースに ～ 

      講師 北海道情報大学 

         医療情報学部教授 健康情報科学研究センター長 

         西平 順 氏 

 

② 北見産大豆粉を使ったバラエティのある低糖質麺の開発 

大豆粉をベースに米粉、野菜フレークを活用した乾燥麺の試作 
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 産業クラスター研究会オホーツク 

幹事 田澤 由利 
【テレワーク】 

 

◆地域活性化におけるテレワークの普及啓発 

・オホーツクにおける地域活性化のための「テレワーク」を推進すべく、普及啓

発活動並びに企業誘致を中心に実施した。 
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  産業クラスター研究会オホーツク 

幹事 有田 敏彦 
【ミクロフーズプロジェクト】 

         

参加のご案内 

「ミクロフーズ」、聞きなれない用語だとおもいますが、ジャガイモやビート、豆や穀類

は粉末化されいろいろな食品の基になっています。これらの粉末は粒とか粉と呼ばれてい

ますが、多くはミクロンオーダーの微粒子ですので、ミクロフーズと名付けました。 

オホーツク地域は、このミクロフーズの一大生産地であり、でんぷん、砂糖、小麦粉、

そば粉、大豆粉、パンプキン粉、トウモロコシや玉ねぎの粉末などなど、魅力的なミクロ

フーズが種々生産され、産業化されています。 

今回のプロジェクトでは、これらの「ミクロフーズ」の科学的性質を勉強しながら、微

細化や組合せ、あるいは加熱方法などによる新たな食品の開発、災害時保存食やスポーツ

サプリメントへの応用の可能性などについて検討したいと思っています。 

興味のある方、特に若手の参加者を募っていますので、参加希望の方がいらっしゃいま

したら下記にご連絡ください。 

なお、初回の勉強会は下記の日程で行いますので、参加希望の申し出はそれ以降でも構い

ません。 

 

２０１７年度の活動 

１．ミクロフーズプロジェクトの立ち上げ 

２．セミナーの開催 

テーマ 粉体処理技術の基礎と応用―粉体処理技術の紹介と多種分野への応用― 

日 時 平成30年2月１9日 

講演者 地方独立行政法人北海道立総合研究機構産業技術研究本部 

工業試験場環境エネルギー部 赤澤敏之 

３．雇用創造協議会と連携により、大豆粉による商品企画の推進 

  ・疑似肉タイプ（ミートボール等） 

  ・シートタイプ（饅頭、パスタ等） 

  ・麺タイプ（パスタ、うどん等） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

2. 創設２０周年記念事業 
 

○創立２０周年記念フォーラム及び情報交換会 

 テーマ：クラスター活動のこれから 

日 時：平成２９年１１月１７日（金） 

 場 所：オホーツクビアファクトリー 

 参加人数：７９名（情報交換会は５１名） 

 講 師：北海道経済連合会 専務理事 瀬尾 英生 氏 

    「クラスター創世期を振り返って」 

    （公財）北海道科学技術総合振興センター 常務理事 東川 敏文 氏 

    「産業クラスター研究会に期待すること」 

    国立大学法人電気通信大学 学長顧問/前学長 梶谷 誠 氏 

    「地域の価値を掘り起こそう 

～産学官金連携が起動する地域イノベーション～」 

 

 ○２０周年記念誌の作成 

  当研究会設立から２０年までの歩みを１冊の記念誌としてまとめた。 

 （記念誌作成担当：舟山幹事・進藤幹事） 
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